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Ｉ
Ｔ
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術

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

元気印NPO①

川端文化を守りながら
琵琶湖を守ろうと発信したい

針江生水の郷委員会

まちづくり

かばた

「貧困の連鎖」を
「希望の連鎖」に
繋げていきたい

学習支援

元気印
NPO②

「Atlas」
滋賀医科大学ボランティアサークル

様々な方の自立を支える
環境を作って行きたい

障がい者支援

元気
印NPO③

こほく自立応援センター
特定非営利活動法人
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特
集

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
が
日
本
全
国
の

商
店
街
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
。
商

店
街
の
平
均
店
舗
は
二
〇
〇
九
年
に
は

五
一
・
七
店
。
一
九
八
五
年（
八
五
・
七

店
）と
の
比
較
で
は
マ
イ
ナ
ス
三
四
店

に
も
な
る
。
実
に
四
割
の
減
少
だ(

平

成
二
十
一
年
度
中
小
企
業
庁
委
託
事
業

｢

商
店
街
実
態
調
査
報
告
書｣

ち
ば
銀
総

合
研
究
所)

。
今
も
更
に
加
速
し
て
減
っ

て
い
る
。
人
口
十
万
人
未
満
の
地
域
で

は
更
に
そ
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
。

全
国
に
六
百
万
と
も
八
百
万
と
も
言
わ

れ
る｢

買
物
難
民｣

を
つ
く
り
だ
し
て
い

る
構
造
要
因
だ
。
加
齢
で
心
身
の
機
能

が
弱
る
、
運
転
免
許
が
な
い
、
公
共
交

通
網
が
破
壊
さ
れ
て
バ
ス
も
電
車
も
な

い
。
加
え
て
身
近
な
商
店
街
も
な
く

な
っ
た
。｢

た
っ
た
一
丁
の
豆
腐
を
買
う

た
め
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
高
齢
者

｣

（
杉
田
聡『
買
物
難
民
』）が
ま
れ
で
は

な
い
。
こ
れ
は
過
疎
地
の
話
だ
け
で
は

な
い
の
だ
。
都
市
部
で
も
同
様
の
事
態

が
生
じ
て
い
る
。

　

も
う
三
年
も
前
の
こ
と
に
な
る
。
京

都
市
の
山
科
区
社
協
の
協
力
で
高
齢
者

十
六
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
と
が

あ
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が

ら
ひ
と
り
で
暮
ら
す
高
齢
者
だ
。

Ｉ
さ
ん
の
話
。
手
押
し
車
を
押
し
て
外

出
す
る
。
歩
い
て
は
休
み
、
休
ん
で
は

歩
く
。
ゴ
ミ
出
し
で
さ
え
大
変
。
買

い
物
な
ん
て
も
う
無
理
、だ
か
ら
ヘ
ル

パ
ー
頼
み
だ
よ
。
食
事
は
？
平
日
は
特

養
ホ
ー
か
ら
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
。
土
日

は
？
こ
れ
は
近
所
の
ヨ
ロ
ズ
ヤ
さ
ん
に

頼
ん
で
い
る
。
な
ん
で
も
。
刺
身
が
食

べ
た
い
な
、
言
う
た
ら
す
ぐ
に
届
け
て

く
れ
る
。
ほ
ん
と
に
助
か
り
ま
す
。

　

そ
の
ヨ
ロ
ズ
ヤ
さ
ん
は
Ｎ
商
店
と
い

う
。
Ｉ
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
後
、
学
生

た
ち
と
一
緒
に
Ｎ
商
店
を
訪
ね
て
事
情

を
聴
い
て
き
た
。
そ
の
地
域
で
商
売
し

て
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
だ
っ

｢

買
物
難
民｣
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

━ 
Ｎ
商
店
さ
ん
の｢
新
し
さ｣ 

━　

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
現
代
社
会
学
科

　
　
　
　
　

教
授　

津
止
正
敏

　

滋
賀
県
で
も
地
域
の
高
齢
化
が
進
み
、
住
ん

　

滋
賀
県
で
も
地
域
の
高
齢
化
が
進
み
、
住
ん

で
い
る
街
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の

で
い
る
街
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の

か
と
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら
生
活
さ
れ
る
地

か
と
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら
生
活
さ
れ
る
地

域
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
で
、

域
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
で
、

ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
と
思
う
地
域
の
人
々
が
お

ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
と
思
う
地
域
の
人
々
が
お

互
い
に
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ

互
い
に
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

く
り
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
住
民
自
ら
が
主

体
と
な
っ
て「
こ
ん
な
モ
ノ
が
あ
れ
ば
便
利
、
住
み

や
す
く
な
る
、
地
域
が
よ
く
な
る
」と
い
う
思
い
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
の
課
題
や
問
題
点
を
解
決

す
る
手
法
で
す
。

　

地
域
資
源
を
有
効
利
用
し
、
地
域
住
民
を
積
極
的

に
登
用
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
地
域
密
着
型
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
す
。
地
域
の
多
く
の
人
た
ち
の
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
、ま
た
事

業
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
当
事

者
意
識
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
す
、

　

そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
次

の
４
つ
の
組
み
合
わ
せ

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

買
い
物
弱
者
の
問
題
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

手
法
を
使
っ
て
解
決
す
る

ず
っ
と
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

『
買
い
物
弱
者
を
支
え
る
』

津止正敏さん●プロフィール

　京都市社会福祉協議会に20年間勤務。2001年4
月より現職。地域福祉の現場に長らく携わってきた
ことから、地域を基盤とし
た社会福祉政策の研究及び
地域福祉・ボランティアの
政策や組織運営、プログラ
ムについての臨床的研究が
主な分野。「男性介護者と支
援者の全国ネットワーク」事
務局長や滋賀県ボランティ
アセンター運営委員長を務
める。

A
B

C
D

地域に良いこと
社会に必要なこと

やりたいこと
楽しいこと

経済的自立をする
活動を続ける

地域の協力体制
横のネットワークを持つ
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針江生水の郷委員会

　針江の家々には、こんこ

んと水が湧き出す川端（か

ばた）があります。そこで野

菜を洗ったり、お茶を冷や

したり、顔を洗ったり。そ

んな川端文化をはじめとす

る美しい針江地域を守り続

け、年間のべ１万人以上が参加するガイドツアーなどで外

の人に伝え広める活動を行っています。

　ガイドボランティアさんの案内で見学をしていると、針

江地域の持つ川端文化や自然の魅力と同時に、針江に住む

人々の魅力にも気付きます。みんなが針江を大好きで、自

信を持っており、楽しい「針江自慢」を話してくださいます。

今回ガイドをしていただいた福田さんの「たくさんのお客さ

んに会えるだけで楽しい。お客さんと川端が私の財産です」

と話してくれた時の笑顔が印象的でした。

この小さな町になぜこれほどの活気があるのでしょうか？

　その答えの１つは、会長の美濃部さんの言葉から垣間見

ることができました。

「委員のみんなが『どう

したら針江がもっと良

くなるか』『どうしたら

お客さんに喜んでもら

えるか』それを常に考

えている。そしてみん

なが自分のできること

を自主的にやる。そうした活動を続けることで、人と人の

つながりが生まれた。」

　そして今後については「針江地域に住む人だけではなく、

淀川水系の人などいろいろな人が参加できる活動にしてい

きたい。川端文化を守りながら、琵琶湖を守ろうと発信し

たい」と大きな視点で未来を見ておられました。

なお針江は観光地ではなく、日常の暮らしの場です。見学

の場合は必ずガイドツアーに申し込むようにしてください。

（おうみネットサポーター　小林政夫）

この町が大好き。
だから守り、伝える。
だからもっと好きになる！

代表●美濃部武彦　設立●2004年
会員数●83人
連絡先●高島市針江372
TEL/FAX：0740-25-6566
E-mail：shozunosato@lapis.plala.or.jp
URL：http://www.hariekabata.com

▲針江に 107の川端があります。

▲ガイドツアーで船着き場を案内。

元気印 NPO①

まちづくり
た
。
老
舗
と
い
っ
て
も
民
家
を
ベ
ー
ス

と
し
た
昔
な
が
ら
の
お
店
。
日
常
生
活

用
品
が
ほ
ぼ
揃
う
。
一
皿
百
円
の
手
作

り
の
お
総
菜
も
あ
っ
た
。
だ
っ
て
お
客

か
ら
の
注
文
が
あ
る
ん
だ
も
の
。
う
ち

の
よ
う
な
店
、
昔
は
ど
こ
の
集
落
に
は

一
つ
は
あ
っ
た
も
ん
だ
。
で
も
も
う

こ
の
辺
で
は
う
ち
だ
け
だ
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
最
中
に
も
お
客
さ
ん
と
の
井

戸
端
な
お
し
ゃ
べ
り
が
続
く
。
一
本

二
十
円
の
ア
イ
ス
に
近
所
の
サ
ッ
カ
ー

少
年
も
群
が
っ
て
い
る
。
で
も
儲
か
ら

ん
よ
。
儲
け
考
え
た
ら
や
っ
て
ら
れ
な

い
。
半
分
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
た
い
な
も

ん
さ
。
そ
り
ゃ
あ
何
十
年
の
付
き
合
い

だ
も
の
。
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
、こ
の

辺
の
人
の
こ
と
は
何
で
も
知
っ
て
い
る

よ
。

　

ヨ
ロ
ズ
ヤ
さ
ん
、
っ
て
コ
ン
ビ
ニ

の
よ
う
で
全
く
コ
ン
ビ
ニ
と
違
う
ね
。

だ
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

あ
る
け
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
な

い
か
ら
ね
。
Ｉ
さ
ん
た
ち
の
よ
う
な
お

年
寄
り
が
暮
ら
す
こ
の
よ
う
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ｢

新
し
い｣

よ
ね
。
何
か
風
を

呼
び
た
い
ね
。
学
生
た
ち
の
感
想
だ
。

郊
外
に
広
が
る
何
百
台
も
の
駐
車
場
を

備
え
た
超
大
型
ス
ー
パ
ー
、
街
中
に
も

大
型
店
舗
が
幾
つ
も
凌
ぎ
を
削
る
。
大

店
法
の
大
幅
改
定(

一
九
九
二
年)

が
作

り
上
げ
た
環
境
だ
。
Ｎ
商
店
も
全
国
の

ヨ
ロ
ズ
屋
さ
ん
も
こ
の
中
で
営
業
し
て

い
る
。
地
産
地
消
な
ら
ぬ「
地
売
地
買
」

の
課
題
か
。
Ｎ
商
店
が
商
売
と
し
て
も

き
ち
ん
と
繁
盛
で
き
て
こ
そ
、
Ｉ
さ
ん

た
ち
の
安
心
も
あ
る
の
だ
。｢

福
祉｣

と

｢

営
業｣

は「
ま
ち
づ
く
り
」と
い
う
一
つ

の
糸
に
繋
が
る
。

　

全
国
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
手
法

を
使
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
次
の
期
待
さ
れ
る

４
つ
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
地
域
経
済
の
活
性
化
、
豊
か
な
地
域

○
安
心
安
全
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

○
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
働
き
場
づ
く
り

○
地
域
の
課
題
解
決
と
生
活
環
境
の
向
上

買
い
物
弱
者
支
援
に
何
と
か
し
な
く
て
は
と
思
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
、
一
度
こ
の
仕
組
み
を
検
討
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
に
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

９
月
16
日
に
開
催
し
た
協
働
サ
ロ
ン　

講
師　

永
沢

映
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）の
資
料
よ
り
出
典



お
互
い
様
で
支
え
合
う
み
ん
な
の
お
店

コ
ン
ビ
ニ
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ
役
割
に
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子
パ
ン
、
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
。
商
品
が
無
い

場
合
は
注
文
を
聞
き
、
次
の
週
に
持
っ
て
行
き
対

応
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
夕
食
に
食
べ
ら
れ
る
も
の

や
日
々
の
楽
し
み
に
つ
な
が
る
も
の
が
求
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
週
に
一
回
の
お
店
は
、お
客
様
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
店
員
と

の
会
話
も
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
て
、
人
と
人

の
ふ
れ
あ
い
、
人
間
ら
し
い
お
つ
き
あ
い
に
感
動

し
て
い
ま
す
。
昔
は
地
域
の
雑
貨
屋
が
人
の
交
流

と
情
報
交
換
の
場
で
し
た
が
、
現
在
の
コ
ン
ビ
ニ

こ
そ
、そ
ん
な
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
店
は
物
と
人
の
交
流
の
場
で
す
。
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
な
ぐ
場
に
な
り
た

い
で
す
ね
。」

　

将
来
の
展
望
に
つ
い
て
、「
採
算
は
厳
し
い
で
す

が
、
上
丹
生
地
区
の
方
々
と
の
お
互
い
様
に
支
え

ら
れ
て
継
続
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は

毎
日
開
店
で
き
、
今
日
は
肉
屋
さ

ん
、
明
日
は
魚
屋
さ
ん
と
協
力

で
き
る
お
店
が
、で
き
る
範
囲
で

開
店
し
、
全
て
の
注
文
に
対
応
で

き
る
お
店
に
す
る
の
が
理
想
で
す

ね
。」と
阿
閉
さ
ん
の
思
い
は
膨
ら

み
ま
す
。

　

各
地
で
課
題
の
買
い
物
弱
者
へ

の
支
援
も
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
企
業
と

手
を
組
む
こ
と
で
解
決
す
る
道
が

あ
り
そ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

た
。
合
併
の
二
年
前
、

地
元
で
合
併
を
疑
問
視

す
る
声
が
集
ま
り「
合

併
を
考
え
る
会
」が
発

足
。
各
地
で
勉
強
会
を

開
く
中
か
ら
、
農
協
支

所
が
廃
止
さ
れ
た
た
め

に
高
齢
者
が
歩
い
て
買

い
物
に
行
け
る
場
所
が

無
く
な
り
困
っ
て
い
る

現
状
が
見
え
て
き
た
。

高
齢
者
の「
置
き
忘
れ
ら
れ
た
ご
た
る
」と
い
う
つ

ぶ
や
き
か
ら
、「
合
併
に
反
対
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
住
み
や
す
く
し

よ
う
」と
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
七
月
、「
耶
馬
溪
ノ
ー
ソ
ン
く
ら

ぶ
」が
ス
タ
ー
ト
し
、
ノ
ー
ソ
ン
開
店
。
一
日
平

均
来
店
者
は
八
人
、
売
上
一
万
七
千
円
。
年
間
売

上
は
約
三
百
六
十
四
万
円
。
街
の
大
手
ス
ー
パ
ー

へ
の
野
菜
出
荷
は
年
間
約
四
百
六
十
万
円
の
売
上

に
な
り
、
多
い
人
で
月
十
万
円
を
売
り
上
げ
る
。

現
金
が
入
る
と
買
い
物
が
で
き
る
。
現
金
が
元
気

の
素
に
な
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー「
コ
ン

ビ
ニ
は
街
に
展
開
す
る
が
、
ノ
ー
ソ
ン
は
志
で
提

携
し
、
限
界
集
落
に
展
開
す
る
」で
地
域
の
課
題

に
向
き
合
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
人
々
の
努
力
と
協
力
で
、
地
域
に
あ
る

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
展
開
で
き
る
モ
デ
ル
が

「
ノ
ー
ソ
ン
」に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

ずっと安心して住めるまちづくり『買い物弱者を支える』

▲週に１回のコミュニケーションの場

▲リクエストに応えて品目が増えてきたノーソン。世代を
超えた交流も広がっています。

▲地元の有志が看板を出して待っている

▲ノーソンの地域の人々がくつろぎ、交流するスペース。

セ
ブ
ン

─

イ
レ
ブ
ン
北
近
江
高
月
店
の
余
呉
上
丹
生
地
区
で
の
取
組
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
耶
馬
溪
ノ
ー
ソ
ン
く
ら
ぶ

所
在
地
：
大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
野
一
〇
七
五

─

一

開
店
は
、
土
日
祝
を
除
く
、
月
〜
木
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
で
す
。

　

長
浜
市
余
呉
町
上
丹
生
地
区
は
、
百
十
四
戸
、

人
口
三
百
三
十
人
の
集
落
。
六
十
五
歳
以
上
の
人

口
は
三
十
七
％
。
集
落
で
は
日
用
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
た
農
協
が
撤
退
し
、
買
い
物
は
約
十
ｋ
ｍ

離
れ
た
木
之
本
町
へ
と
い
う
状
況
で
し
た
。
こ
の

地
区
で
地
元
の
人
々
と
一
緒
に
、
四
年
前
か
ら
週

一
回
の
出
張
販
売
を
行
う
、
セ
ブ
ン

─

イ
レ
ブ
ン

北
近
江
高
月
店
の
オ
ー
ナ
ー
阿
閉
喜
成
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
、
上
丹
生
の
店
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
最
初
は
買
い
物
支
援
と
い
う
意
識
は
無
く
、

売
り
上
げ
を
目
的
に
外
へ
販
売
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
時
、
上
丹
生
地
区
で
買
い
物
先
が
無

く
て
困
っ
て
い
る
と
聞
き
、
出
張
販
売
を
始
め
ま

し
た
。」

　

毎
週
、
地
元
の
有
志
が
開
店
の
準
備
を
し
て
商

品
の
到
着
を
待
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
々
に

と
っ
て
も
大
切
な
場
に
な
っ
て
い
る
の
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
人
気
は
デ
イ
リ
ー
品
と
言
わ
れ
る
、
菓

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
の
津
民
地
区
は
、

二
百
戸
、
人
口
五
百
四
十
人
の
地
区
。
六
十
五
歳

以
上
の
人
口
は
三
十
七
％
。
こ
の
地
域
で
日
常
の

買
い
物
を
支
え
る「
ノ
ー
ソ
ン
」は
、
地
元
を
支
え

た
い
と
住
民
が
旧
農
協
支
所
の
建
物
を
購
入
し
、

地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
改
装
を
行
い
、
近
所
に

住
む
元
農
協
職
員
の
中
畑
榮
子
さ
ん（
75
歳
）が
店

長
と
し
て
切
り
盛
り
す
る
お
店
。
地
元
産
の
野
菜

を
大
手
ス
ー
パ
ー
へ
出
荷
す
る
事
業
も
行
い
、
野

菜
の
運
搬
の
た
め
に
五
十
ｃ
ｃ
バ
イ
ク
の
免
許
を

取
っ
た
高
齢
者
も
い
て
、
生
き
甲
斐
づ
く
り
も

担
っ
て
い
る
。

　

地
域
に
人
の
交
流
と
経
済
を
蘇
ら
せ
た「
ノ
ー

ソ
ン
」に
つ
い
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

研
究
交
流
会
２
０
１
０
」（
滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
）の
報
告
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
三
月
の
旧
耶
馬
溪
町
と
中
津
市
の

合
併
を
き
っ
か
け
に
ノ
ー
ソ
ン
は
生
ま
れ
ま
し

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
住
み
や
す
く
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学習支援 特集 Ohmi視点

★知っ得インフォメーション★
■買い物弱者を支えていくために
　～24の事例と7つの工夫 ver.2.0 ～（経済産業省）　

　経済産業省では、社会的に大きな課題となっている買い
物弱者（いわゆる「買い物難民」）に関して、事業者等による
対応の先進事例集とその工夫のポイントをまとめた「買い
物弱者応援マニュアル」をホームページで公表しています。
「経済産業省　買い物弱者」で検索してください。

■福祉輪タク
　彦根市中心部で、主に観光客向けの自転車タクシー「ひ
こね輪タク」を運営していますが、自動車が通行できない
城下町の細い道も走ることが可能で、買い物や通院など出
かけるのが難しくなった高齢者向けの「福祉輪タク」を運行
しています。近距離から気軽に乗れることもあり、利用者
に好評です。初乗り300円～
◆連絡先：NPO法人五環生活　自転車タクシー事業部
　TEL：0749-26-1463

　「買い物に困る高齢者のために地域にバス

を走らせたいのだが」というご相談が少しず

つ増え、おうみネット72号でも「まちのバスを

考える～市民でつくる公共交通～」を特集し

ました。

　各地で買い物や交通に関する課題が出てい

る一方で、地域に必要なものは地域に住む自

分たちで支えていくことが、安心して住み続

けられるまちづくりにつながると、動き出し

ている人々の姿が見えてきています。

　おうみネットは、これからもこのテーマを

とおして、まちづくり、人々のつながりづく

りをご紹介していきたいと思っています。

滋賀医科大学ボランティアサークル

「Atlas」
代表●犬飼公一
設立●2007年　会員数●12名
連絡先●大津市瀬田月輪町　滋賀医科大学内
TEL（「Atlas」専用携帯）090-6206-8433
E-mail：atlas@belle.shiga-med.ac.jp
URL：http://atlas-sums.jimdo.com/

　サークル名は、ギリシャ神話の

神「アトラス」に由来します。4年前

の2007年5月、当時、滋賀医科大1

回生だった代表の犬飼公一さんの

呼びかけで結成されました。会員

は、現在、龍谷大学の学生を含め

た12名です。そして、結成2 ヵ月

後の7月、大津市内の生活保護世帯

および母子家庭の中学3年生を対象に「大津中３学習会」を立

ち上げました。彼らを駆り立てたミッションは、“経済格差

が教育格差を生み、更に「貧困の連鎖」に繋がる現代社会の

弱者を支えよう”という熱い想いです。そこで、当面の目標

は、経済的なハンディを抱える中学生の高校進学に向けた

学習支援です。活動は週2回（18：00 ～ 19：30）、毎週月曜

＝瀬田南市民センター、毎週金曜＝浜大津・明日都で、宿

題を教えたり復習を手伝います。しかし「学習支援」だけで

はありません。ふれあうことが大切だと考えています。時

には挫けがちな彼・彼女らの身近な友となり、兄・姉となっ

て心の闇に明かりを灯します。いまでは、“自分探し“の貴

重な存在になり、「学習会」設立後、この4年間の参加延べ人

数は、中学生640人・大学生659人に上ります。大学生自身

も、「教える」ことで「自らも学び

成長できる」といいます。

　犬飼代表は、”「Atlas」が掲げる

スローガンは、「貧困の連鎖」を

「希望の連鎖」に繋げていくこと

だ“と、熱く語ってくれました。

学習支援を受ける中3生がやが

てボランティアとして輪に加

わって、同じ境遇の子どもたちを支える「希望の連鎖」を生

み出していくことが”夢“だと…。そのためにも、当面の課

題は組織拡大にあるとして、一緒に活動してくれる人の募

集に東奔西走の毎日です。

　「全国学習会ネットワーク」も設立され、若き医大生の”夢“が、

全国に向けて発信される日も近いことでしょう。

（おうみネットサポーター　荒木　威）

中学生への学習支援を通じて
「貧困の連鎖」を「希望の連鎖」
に繋ぎます！

▲スタッフの皆さんです。この明るい笑
顔が中３生のこころを癒し、希望を与
えます。　　　

▲学習風景です。こころが通い合
う瞬間です。教えることは、自
らも学び、成長することです。



世間よし ～企業の社会貢献～ 企業に限らず、市民と行政、行政と企業などの、
新しい市民協働（パートナーシップ）のカタチを紹介します。
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「互いの良さが活きる市民活動」

買い物によって絆をつなぎ、誰もが暮らしやすい地域をつくる

甲賀市国際交流協会

副会長　野口 喜代美さん

TEL：0749-52-0467　FAX：0749-52-0518　URL：http://www.288.jp/info.html

　地域の人々を大切にする考えが元になって、（株）フタバヤ（中川

智之　代表）は、昭和39年に創業しました。近年、少子高齢化社

会と言われ、「買い物弱者」という言葉も生まれる中、様々な取り

組みを展開されています。

　週4日毎日1便の無料運行で送迎する「ふれあい社交バス・ふた

ばす」、買い物した商品をナイロン袋に詰め変えずとも、お年寄り

でも持ちやすい買い物カゴにそのまま入れて持ち帰れる「そのま

まバスケット」、一人暮らしのお年寄りを気づかい、食べやすい

量を自分で選べる「惣菜バイキング」をいち早く導入されていまし

た。当時、企画を担当され

ていた参与の中川紀久男さ

んは、「地域にある食品スー

パーだからこそ地域の人の

暮らしのことを考えなけれ

ばならない。誰もが暮らし

やすい地域をつくることにつながれば」と

言う。

　フタバヤさんの現場を見ていると様々

なお年寄りの笑顔に出会えます。「ふたば

す」を利用し、買い物を終え「そのままバ

スケット」をさわやかに持って出てきたお年寄りの方に聞いてみ

ました。「自分で買い物ができるし、一緒に買い物にきた人とのお

しゃべりも楽しみです。今では、休日には息子夫婦と一緒に買い

物をしたりしているんですよ。」とうれしそうに話されていた。

　中川さんは「このような取り組みは採算だけを考えたら難しい

が、一企業の我々を含め、行政、市民が一緒になって地域を支え

ていく仕組みになってくれるといい。」と語ってくださいました。

フタバヤの経営姿勢は、これからの地域社会の絆をつなぐだろう

と感じました。
（淡海ネットワークセンタースタッフ　膽吹憲吾）

株式会社フタバヤ

▲買い物を終えて出てきた方の持っ
ている「そのままバスケット」

▲「ふれあい社交バス・ふたばす」に乗りこむお客さん

　近年、私たちの地域を取り巻く社会環境は大きく変
化してきています。滋賀県における外国人登録者数は、
2010年の12月末現在では、26,471人になりました。
　社会のグローバル化の進展、少子高齢化による労働力
の減少傾向からみて、今後も外国人住民の定住化は進む
ものと予想されています。このようなことから、日本人
も外国人も同じ地域に住む住民として、お互いの違いや良
さを認め合いながら、共に新しい市民文化を築くことが
求められています。そのような社会の実現に向けて、親
子で色々な国の人たちと音楽、遊び等を通して交流し共
感しあえる場をつくるため、子育てサークルと国際交流
協会の協働で「親子育ちのための多文化保育サロン」を開
催することになりました。
　子育てサークルのコミュニティカフェでは、
ゆっくり親子が遊べる安全スペースや地域に密
着した育児情報を提供出来るし、国際交流協会で
は、色々な国から来ている外国人住民に参加を呼
びかけています。社会情勢の変化に応じて市民活
動団体同士がそれぞれの良さを発揮しながら協
働を進めていくことが、地域社会に大きな活力を
もたらすと信じています。

地域力を高める
メッセージコーナー

HI・RO・BAひ ろ ば
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http://hinodariaen.com/
NPO法人 日野ダリア園

ようやくスタート地点に

4期生 竹腰　祐紀
グループ：よったり

　2001年に廃校になった日野町の鎌掛小学校の60歳を迎えた同級生有
志が「ふるさとへの恩返しと地域活性化を」と2002年にボランティアで開
園したのが「日野ダリア園」です。夏から秋にかけて咲き乱れる150種類、
約１万本のダリアをより多くの人に楽しんでもらうとホームページを開
設。開花情報やいちご狩りなどのイベント情報を発信しています。HP担
当の柚木さんは、「ダリア」で検索したときトップにくるよう、ダリア情報
を充実。リアルタイムの情報発信で、観光会社や旅行会社，福祉事業団体、
老人会団体などに見てもらい来場につなげるよう、心がけているという
ことです。HPにはダリヤの写真や栽培法などの情報も満載で、観て楽し
く、行ってみたくなるサイトになっています。

　「4期生・よったり」のみなさん、お元気
ですか？紙面をお借りしての近況報告
方々リレーエッセイのバトンを受取りま
した。未来塾で学んで９年が経ちまし
た。卒塾してからは、身近なフィールド
での活動を求めて地元のまちづくり大学
（ルッチ大学）で学び、現在卒業生で「ど
んべの会（食文化研究グループ）」を結成して月１回の例会と交流
事業などを企画実施し、楽しみながら活動を続けています。最近
では、仕事絡みで「米原市多文化共生協会（国際協会）」の設立に傾
注してきました。３年間の調査を踏まえて審議会から協会の必要
性を具申・提案していただき、関心のある市民に呼び掛け７月に
なんとか設立まで漕ぎつけた訳ですが、スタート地点に立った
今、日本語教室や異文化交流、相談等の生活支援など課題やすべ
きことが山積しています。しかし、未来塾やルッチ大学で学んだ
ことが、今の私の仕事や地域活動に生かされていることを実感し
つつ奮起しています。

NPOの
特定非営利活動法人

こほく自立応援センター
代表●松宮顕昭
設立●2002年（2009年法人化） スタッフ●8人
連絡先●長浜市堀部町590
TEL：0749-65－0867
E-mail：kohoku_ziritu@yahoo.co.jp
URL：http://kohoku-ziritsu.moo.jp/

　障がい者の就労と生活

をサポートしようと2009

年にNPO法人化しまし

た。ここで働く障がい者

の仕事として特徴的なの

は、施設外の仕事が多い

ことです。障がい者が外

に出て人と関わると、関

わる人も障がい者への見

方が変わり、心のバリアフリーにも繋がっています。段ボー

ルの組立やリサイクル資源の回収等15種類以上の仕事があ

ります。清掃作業ではピカピカに掃除をします。そのうち、

周りから声をかけてくださるようになり、挨拶以外の会話

も増え、掃除に行くのが楽しみという方もおられます。た

くさんの仕事を行う中で自分に合った仕事を見つけること

もできます。

　「作業所と言っても会社を経営しているのと同じこと。ど

れだけ仕事の効率を上げて工賃を引き上げられるか考えて

います。」と理事の天谷さ

ん。苦労している点は、仕

事を探すにあたり営業先の

方は障がい者と知り合う機

会が少ないので理解しても

らうことが難しいこと。し

かし、仕事を頂いている会

社から口コミで話が広が

り、他の会社から仕事の話を頂くことがあります。

今年の4月からは障がい児の学童保育ルームを開設しまし

た。次は宿泊型のグループホーム設立を計画しています。

この計画の実現のために企業や多くの方が応援してくれて

います。「たくさんの方に支えられてやってきている。こ

れからも障がい者に限らず様々な方の自立を支える環境を

作って行きたい」と天谷さんは力強く話してくれました。

（おうみネットサポーター　山名朋希）

誰もがキラキラ輝き
自立して生きられる環境を
作りたい！

▲バイオ大学の学生さんが協力してくれ大学内
の古紙回収を行っています。

▲月毎の売上表と目標額を施設の入り口に掲示。目
標工賃達成指導員でもある天谷さん。

観て楽しく、現地に行って
みたくなる情報が満載！

障がい者支援



このコーナーに関するお問い合せは淡海ネットワークセンターまで

市民活動・人・企業との出会い広がる情報交流誌
「おうみネット」　掲載広告募集中！

★発行部数10，000部　
★県内外の配布先約1,900カ所
★１枠（横9.3cm×縦3.5cm）15，000円

詳細は、当センターまでお問い合わせください！

冠婚葬祭の送迎や小旅行等に気軽にご利用いただけるマイクロバスから
開放的なサロンスペースを供えた団体旅行におすすめの大型バスまで
幅広いラインナップで、くつろぎの移動空間をお約束いたします。

11521152番地1番地11152番地1

　市民の想いを込めた寄付を市民活動へつなぐ
未来ファンドおうみの助成事業の募集が始まり
ます。個人や企業などからお寄せいただいた寄
付をみなさんの市民活動へつなげてください。
◇募集期間：2011年12月1日（木）～2012年1月21日（土）
◇助成期間：2012年4月～2013年3月
◇募集内容：①おうみNPO活動基金助成・お
うみNPO活動基金は、滋賀県と企業、団体
等からの寄付により2002年に設立し、市民
活動団体の組織運営の強化を目的に助成を行
います。②びわこ市民活動応援基金・関西アー
バン銀行（旧びわこ銀行）様と社員のみなさま
からの寄付により設立し、広く市民が参加す
るボランティアや市民活動への支援を目的に
助成を行います。③びわ湖の日基金・びわ湖
の日30周年を記念して開設し、琵琶湖につな
がる河川、森林、生活の環境保全活動へ助成
を行います。④日本の元気なきずなプロジェ
クト基金「淡海のつなぐ、ひらく、みらい」賞・
市民による自主的な草の根のまちづくりを地
域の人々とともに継続する活動を表彰します。
　詳細については、当センターホームページ
をご覧ください。

　NPOの設立・運営についての講座を毎月
第2金曜日に開催します。NPO法人の設立
を考えている方、団体の運営について分か
らない方は、ぜひご参加ください。 
◇日時：2011年12月9日（金）
　　　　2012年1月13日（金）
　　　　　　　　2月10日（金）
　各日　14：00～ 15：00
◇場所：淡海ネットワークセンター　ふらっとルーム
◇参加費：無料
◇内容：ガイダンス、制度、手続きの説明
など（参加される方のご希望に合わせます。）
質疑・相談など
◇お申込み：開催日の前日までに、電話・メー
ル・FAX等により、お名前と参加者数を淡
海ネットワークセンターまでお知らせくだ
さい。お一人からでも歓迎いたします。

　2012年4月1日から施行されます。改正
は以下の通りです。（一部抜粋）

①活動分野の追加
17分野の他、新たに３分野が追加されました。

②収支計算書が活動計算書に改められます。
NPO法人会計基準に沿った改正が実現され
ます。

③認定NPO法人制度が改正されました。
・認定NPO法人の認定事務が国税庁から所
轄庁に移管。
・PST(パブリックサポートテスト）基準に
3,000円以上の寄付が100人以上という絶
対値基準を導入。
・実績が無いNPO法人にも朗報。計画によ
る仮認定制度の導入。

　「一人ひとりができること」を身近なところ
から、意識して行動することで社会がかわるこ
とをアルピニストでヒマラヤや富士山の清掃
登山を行う野口健さんにお話をお聞きします。
　一人ひとりの行動が社会を変えます。寄付も
社会を変える一つの行動です。私たちは、寄
付をとおしてどんな社会をつくるのでしょう。
◇日時：2012年1月28日（土）13:30～ 17:00
◇場所：県民交流センターピアザホール（ピアザ淡海）
◇プログラム
　基調講演：「一人ひとりができること」
　　　　　　野口　健さん（アルピニスト）
　報　　告：＜寄付が伝えるメッセージ＞
　市民活動団体紹介・交流会

NPOミニ講座のご案内 講　座

NPO法が改正されました！お知らせ

未来ファンドおうみフォーラム
～一人ひとりができること
あなたの寄付からはじまる絆～

イベント

●2011　冬号●

淡海ネットワークセンターは、県内の市民活動、NPO
をサポート・ネットワークしています。

■〒520-0801
　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海2階
■TEL 077-524-8440
■FAX 077-524-8442
■http://www.ohmi-net.com
■E-mail:offi  ce@ohmi-net.com
　開館時間／ 9:00 ～ 17:00
　休館日／月曜日・祝日

●情報交流誌「おうみネット」は次のところに配布して
います。
県内図書館、琵琶湖博物館、男女共同参画センター、
文化産業交流会館、陶芸の森、びわ湖ホール、滋賀県
国際協会、県内大学、県内NPO法人、県内市民活動
センター、草津市立まちづくりセンター、県社協ボラ
ンティアセンター、大津市生涯学習センター、栗東芸
術文化会館さきら、滋賀銀行、京都信用金庫、関西アー
バン銀行、滋賀県信用組合、公民館、市役所、各地域
環境総合事務所、県民情報室など　

　川端（かばた）から湧き出る水は年間を通じて12 ～
14度で一定なんだそうです。夏は天然のクーラーに、
冬は湯気が立ち上る暖かい空間になるとのこと。季
節が変わる度に針江を訪れ、四季折々の自然と人々
に会いに行きたいと思います。　
（おうみネットサポーター　小林政夫）

　取材を通して、若い人たちの魂に揺り動かされま
した。彼らの高い志と熱き心に脱帽といったところ
です。若い力の存在を、身近に感じることができま
した。心からのエールを贈ります。
（おうみネットサポーター　荒木　威）

　今回お話をお聞きした天谷さんはワーキングマ
ザーとして仕事＆子育ても頑張っておられました。
その姿と目が「きらきら」輝いていたのでタイトルに
入れました。若くしていろいろな勉強をし、新しい
ことに取り組む姿勢に刺激を受けました。いろいろ
な方が輝いて暮らせる社会を作るという、福祉の原
点を改めて考えさせられ、また未来への希望が持てる
ような取材でした。これからも応援しています。ファ
イト!!　
（おうみネットサポーター　山名朋希）

未来ファンドおうみ
助成事業2012募集が
始まります！

募　集




